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平成２５年度  筑前町社会福祉協議会事業報告書 

総括的概要 

少子化・高齢社会の進展で社会構造も変容し、相互扶助や地域活動への参加意識の希

薄化が進み福祉のあり方も変化してきています。 
地域に密着した福祉サービスに重点を置き、地域生活の質を高めることを目的とした

サービスを、行政、区長、民生委員・児童委員、老人会、ボランティア等との連携を図

りながら、地域社会に求められる社協、信頼される社協を目指して福祉事業の推進に努

めてまいりました。 
また、厳しい財政状況にある中、社協事業の今後のあり方についての課題を抱えなが

らも、効率的な事業の運営に努めてまいりました。 
その他の福祉事業においても、ボランティア団体等の役割が重要視されています。町

においてボランティア活動推進計画が策定され、ボランティアセンター開設にむけて協

議を進めてまいりました。 

 事項別状況 

１．法人運営 

（１）役員会の開催 
名 称 期   日 内  容 

第１回理事会 
 
第１回評議員会 
 
 
監査 
 
第２回理事会 
第２回評議員会 
 
 
 
第３回理事会 
第３回評議員会 
 
監査 
 
第４回理事会 
第４回評議員会 
 
 
 

 ４月 ４日

 
 

 
   
５月２１日

 
  ５月２７日

 ５月２８日

 
 
 
  ８月３０日

 
 
１２月２０日

 
  ３月１９日

 
 
 
 
 

・理事・監事の就任について 
・会長・副会長選任について 
・理事・監事・評議員・福祉委員の承認につい

て 
 
・平成２４年度決算監査 
 
・平成２４年度事業報告の認定について 
・平成２４年度収支決算書、財産目録及び、

貸借対照表の認定について 
・平成２５年度補正予算について 
 
・平成２５年度赤い羽根共同募金運動について

・平成２５年度敬老の日記念品贈呈について 
 
・平成２５度前期監査 
 
・平成２５年度補正予算 
・平成２６年度ボランティアセンター運営事業

について 
・平成２６年度事業計画（案）について 
・平成２６年度予算（案）について 
・筑前町社会福祉協議会嘱託職員（事務局長）
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 の取扱規程（案）について 

 
（２）福祉部会 

   福祉部会(全体会)  ６月７日 
      各部会の役員選出・事業計画 
   民生部会     ８月２３日 

             平成２５年度赤い羽根共同募金、敬老の日記念品贈呈について        

          保健部会    １０月２４日 
            ①重度障がい者遠足会について 
            ②筑前町障害者福祉大会について 
           

（３）その他職員研修等 
  ①高齢者福祉事業 

支え合いマップ・インストラクター養成研修       

（６月２日、２０日、７月１７日、１８日、９月１１日） 
６月 ２日 

ひとり暮らし高齢者見守り活動推進員養成研修 ２月１７日 

  ②青少年福祉事業 
児童虐待防止研修会 １１月１８日 

福祉教育セミナー １月２１日 

子育て支援研修会 ２月１３日 

  ③障がい者福祉事業 
朝倉地区障害者自立支援部会子ども支援部会、研修 
（４月１９日、６月２８日、９月２０日、１１月１５日、２月２１日） 

４月１９日 

療育セミナー ７月２６日～２７日

障害者相談支援従事者専門コース研修 ９月２８日～２９日

聴覚障がい者フォーラム ９月２９日 

福岡県障害者虐待防止・権利擁護研修 １１月２８日 

障害者総合支援法における障害支援区分認定調査員研修 ２月２１日 

  ④ボランティア福祉事業 
地域ボランティア担当職員研修 １２月１３日 

きずなフェスタ ２月１６日 

  ⑤広報活動 
広報誌作り研修（２月２２日、３月１日） ２月２２日 

  ⑥地域福祉事業 
福岡県地域活動職員連絡会、各種研修（６月１日、９月４日） ６月１日 

両筑地区社協連絡会地域福祉活動部会、研修 
（４月１７日、９月１３日、１１月２２日、１月３１日） 

４月１７日 

両筑地区社協連絡会地域福祉活動部会主催  ６月 ９日 
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災害ボランティアセンター設置訓練 
地域防災ネットワーク確立プロジェクト １０月２７日 

九州４県合同社協職員研修会（長崎県） １１月１日～２日 

災害ボランティアセンター設置訓練 １２月７日～８日 

両筑地区社協全体会 ２月 ８日 

社協で支える成年後見研修会 ２月１５日 

災害ボランティアセンター連携研修会 ３月１５日 

 

２．高齢者福祉事業 

（１）ふれあいいきいきサロン 
    地域の高齢者ひとりひとりが健康で生きがいを持ち、住み慣れた地域でいつま

でも楽しくいきいきと暮らしていくことを応援する活動です。 
 

①� 実施状況 
・実 施 区        ３２地区 
・参加登録者数   １,０７６人 
・延べ実施回数     ３２１回 
・延べ参加者数   ６,３３５人 

 

〈平成２５年度区別実績と参加者数〉               単位：人 
区 名 65 歳以上 65 歳未満 合 計 開催回数 延参加者数 

大 塚 １５ ３ １８ １０ ９４

弥 永 ３６ ２ ３８ ８ １３０

依 井 ４３ ３ ４６ １１ ２５９

依井二 ４１ ８ ４９ １３ ３１８

高 田 ４５ ４５ １２ ２６９

新 町 ５３ ５３ ７ １３２

原地蔵 １６ １ １７ ９ １４０

久 光 ３６ ４ ４０ １１ ２０９

栗 田 ６２ ７ ６９ ８ ２２７

森 山 ２３ ３ ２６ ７ １１２

当 所 ２４ ２ ２６ １１ １５５

上高場 ３７ ４ ４１ １２ ２６６

大久保 ６ １ ７ ７ ３４

山 隈 ３０ ３０ １０ ２３１

高 上 ２２ ２２ １２ １５８

朝 園 ２９ ８ ３７ １２ ２６３

砥  上 ２２ ３ ２５ １２ ２０６
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松延本村 ２７ １ ２８ １０ １９９

松延新道 ２２ ２ ２４ １１ １６９

石 櫃 ４ ４ ２ ８

中牟田村 ３９ ７ ４６ １１ ３２２

朝 日 東 ２０ ２０ １２ １７４

朝 日 西 ３７ １ ３８ １０ ２８７

二 ２８ ２ ３０ １２ ２３７

篠  隈 ３５ １６ ５１ ９ ２３９

篠隈新道 ３３ ５ ３８ １１ ２９７

東小田上    １８ １８    １０  １５９

東小田下 １７ １ １８ １１ １２４

福  島 ２６ ７ ３３ １２ ３０７

四 三 嶋 １１ ３ １４ １２ １３１

下 高 場 ８４ ６ ９０ １０ ３６０

安  野   ３１   ４ ３５     ６  １１９

合 計 ９７２ １０４ １０７６ ３２１ ６,３３５

＊開催回数と参加人数には、合同サロンの実績を加算しています。 

 

○小学生との交流会 
夏休み期間中に PTA 等の協力により１０地区が小学生との交流会を実施しまし

た。創作で、「オンリーワンうちわ」を作りました。 
小学生 １３４人  PTA 等 ４１人 の参加がありました。 
 

○ 健康講座等について 
各サロンで各種講座や、行政からの説明がありました。       
・口腔ケア教室        ９地区   
・安心安全の話        ６地区  

   ・朝倉警察署交通課      ２地区 
  ・包括支援センター      ９地区 
  ・ちくちゃんバスの説明   １０地区 
 
○ 野外活動について 

春や秋に花見などの野外活動を行いました。 
    ４月・・・ ６地区      ５月・・・ ５地区 
  １０月・・・１４地区     １１月・・・ ２地区 
   ３月・・・ １地区 

 
② ふれあいいきいきサロン代表者会議 
   各区のサロンが円滑に継続できるように３回実施しました。  

期 日 参加者 内   容 
４月１１日 ５１人 ・２５年度年間計画・助成金交付 
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１０月２９日

 

５６人 ・前期活動報告（４月～９月） 
・合同交流会について 

 ３月 ４日 ４０人 ・２５年度事業報告及び２６年度の取り組みと事業計画について

・サロンについての各区からの要望について回答 
・健康講座「介護予防音楽療法」実演 

    

③ ふれあいいきいきサロン指導員研修会  
○ ふれあいいきいきサロンで１７人の指導員が活動しています。 

ガンバルー福岡の下釜純子さんを講師に高齢者の運動指導について学びました。 
 １１月１８日  １２人参加  ・  １２月１６日  １３人参加 
  １月２０日  １２人参加  ・   ２月１７日  １１人参加 

     
 ○ 福岡県社会福祉協議会主催の「いきいきサロンで元気高齢者セミナー」に参加

しました。 
    ３月 ３日（月） 福岡国際会議場   ８人参加 

  
④ ふれあいいきいきサロン合同交流会 

他地区の会員との親睦と、地域の連携を深めることを目的に合同交流会を開催し

ました。 
１班 １２月 ２日（月）めくばり館   ７区 １４９人 
２班 １２月 ５日（木）篠隈区公民館  ６区 １３４人 
３班 １２月 ９日（月）めくばり館   ８区 １７５人 
４班 １２月１２日（木）篠隈区公民館  ９区 １７３人 

                                                                                  

（２）ひとり暮らし高齢者のつどい 

７０歳以上の一人暮らしの方を対象に、閉じこもりの解消、生きがいづくり、

交流を図る事を目的に開催しました。 
・宗像市「神湊」に行きました。    ９月１８日 ４７人 

                        ９月２６日 ２８人 
 
（３）敬老の日祝い事業 
     敬老の日の祝いとして、白寿（９９歳）と米寿（８８歳）の方へ記念品とし

て、商品券を贈りました。 
       白寿 １６人（１０,０００円） 米寿 １３５人（５,０００円） 
 
（４）金婚祝い品配布事業 

今年結婚５０年を迎えられた新会員３０組に記念品とお祝い状を、お届けいたし

ました。     
 

３．青少年福祉事業 

（１）小･中学生福祉施設ふれあい体験学習 
     この体験学習は、高齢者や障がい者との出会いと交流を通して、子どもたちに 

思いやりや、ボランティアの心を育んでいくことを目的としています。 
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①小学生福祉施設ふれあい体験学習 
  月 日    施設名 参加児童数 
７月２２日（月） 菊 水 苑    ３人 
７月２９日（月） 朝 老 園    ４人 
７月３０日（火） 朝 倉 苑    ４人 
８月１２日（月） 城 山 荘    ９人 
８月２０日（火） ほっとスペースあさくら    ２人 
８月２１日（水） 菊 池 園   １０人 
８月２１日（水） サンビレッヂ朝日ヶ丘    ５人 
８月２３日（金） 第二野の花学園    ５人 

参  加  合  計 ４２人 
 
②中学生福祉施設体験学習 
  月 日    施設名 参加生徒数 
７月２４日（水） サンビレッヂ朝日ヶ丘    ３人 
７月２４日（水） 菊 池 園    ６人 
７月３０日（火） 朝 老 園    ２人 
８月 ９日（金） 第二野の花学園    ２人 
８月１９日（月） 菊 水 苑    ６人 
８月２０日（火） 朝 倉 苑 ６人 
８月２３日（金） 城 山 荘 ２人 

参  加  合  計 ２７人 
 
（２）親子で防災体験にいこう！ 
  福岡市民防災センターで災害の怖さや、災害への対応の知識を実際に体験して身

につけ、また参加者自身が今回の体験を地域の発信役として災害対策が地域に根付

いていくことを目的に開催しました。 
    １０月５日（土）参加者  親子 ２９人 ・ 部会等 ６人 
 
（３）社会福祉協力校への支援 
  ①三輪中学校１年生「福祉ふれあい体験学習」事前学習での講義    
   今年度より三輪中１年生（１２８人）が、授業の中の１つとして「福祉ふれあい

体験学習」を施設にて行うにあたり、その前段の事前学習での講師依頼が社協に

ありました。「社会福祉協議会の事業」と「施設にいくにあたって知ってもらいた

いこと」を中心に９月１２日（木）に職員２人で講義をしました。 
 
  ②三輪中学校「地域公開授業及び地域とともに行う防災教育」での講義 
   １１月１６日（土）、全校生徒で実施された上記防災教育で、１年生（１２８人）

に「災害の怖さ～要支援者の気持ちになって～」をテーマで講座を行いました。 
   「命（いのち）のことづけ～死亡率２倍 障害のある人たちの３．１１」を上映

後、アイマスクを装着しての情報収集の難しさと歩行体験を行いました。 
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４．障がい者（児）福祉事業 

障がい者（児）の自立と社会参加の促進、各種行事の参加推進を行い、交流の機会

をつくりました。 
 

（１）筑前町障がい者福祉大会 
在宅障がい者が地域における社会参加の必要性を考え、障がい者同士の交流を

深め、情報提供の機会を提供することを目的に開催しました。 
 

    １１月２０日（日） コスモスプラザ会議室１・２・３ 
     障がい者福祉施設概要説明  

施設入所支援：菊池園 
通所支援施設：ほっとスペースあさくら 

     福祉サービス利用者体験発表 
        菊池園入所者 
        ほっとスペースあさくら（就労継続Ｂ型）利用者 

 
（２）重度障がい者遠足会 

日頃一人での外出が困難な介護が必要な障がい者を対象に、外出の機会づくり

と障がい者間、世代間の交流を目的に開催しました。 
     １１月 ８日（金） 

サッポロビール日田工場見学 参加者 ３９人 
       
（３）在宅介護者のつどい 

      在宅で介護している介護者の情報交換の場となり、同じ悩みをもつ者同士が交流

し日頃の疲れをリフレッシュする事を目的に開催しました。 

    そったく基金を活用（町より受託）し外出事業を行いました。 
１回目：宗像市（宗像大社、神湊、道の駅むなかた 

７月１６日（水）  参加者１９人 
    ７月１９日（金）  参加者１８人 
２回目：糸島市（紅葉狩り、伊都菜彩） 

１１月１３日（水） 参加者１８人 
    １１月２１日（木） 参加者１８人  

           
（４）車椅子等の福祉機器貸し出し 

年間実績  ・車椅子４９件・電動ベッド１１件・シャワーキャリー３件 
 

５．ボランティアの育成、支援事業 

（１）ボランティア連絡協議会との連携 
    ボランティア連絡協議会運営委員会を中心に各グループ間の交流や、お互いの

活動を理解しあい、構成団体同士の信頼関係が深まりました。 
    年間７回 運営委員会を開催し、各グループの活動や問題点などの共有や、ボ

ランティア連絡協議会主催事業として、講座等の企画立案から実施を行いました。
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また他機関からのボランティア要請などの情報を提供しました。 
 
（２）筑前町ボランティアのつどい 

     筑前町ボランティア連絡協議会との共催で、「ボランティアでつながろう」をテ

ーマに、ボラ連登録会員と町で活躍しているボランティアグループ、ボランティア

に関心のある人が一同に会し、町作成のボランティア推進計画についての報告とボ

ランティア同士の交流会を行いました。 
      ２月 ２日（日） 男女共同参画センター「リブラ」   

 参加者 １１３人 
（３）ボランティア講座 第１弾（ボラ連講座） 
    「災害を知る」をテーマにボランティア連絡協議会会員を対象に NHK 放送局で

は 、地上デジタル放送からの災害情報等の入手方法を学び、午後から福岡市民

防災センターで強風体験・地震体験・消化訓練・火災体験を実際に体験し、災害

の怖さや、緊急時の対応について学びました。     
     ７月１９日（金） 参加者 ４２人 
 
（４）ボランティア講座 第２弾（ボラ連講座） 
    「災害ボランティアと筑前町の災害対応について」をテーマにボランティア連

絡協議会会員を対象に、福岡県社会福祉協議会と筑前町環境防災課を講師に講

演会を開催しました。また社協より災害ボランティアセンター運営について説

明をしました。 
      １０月１９日（土） コスモスプラザ 視聴覚室  

参加者 ５２人 
 
（５）手話講座 

聴覚障がい者を講師に、手話の会が通訳として手話講座を開催しました。 
   ５月より１０月までの半年間、毎週開催しました。今年度は、４人が修了証を受

けられ、次の段階にチャレンジする方や筑前手話の会に加入されて活動している

方がおられます。 
    
（６）ガイドボランティア講座 
    筑前町盲人会の協力を得て、公共機関を使って、クローバープラザへの往復時

のガイドを行う現場研修を行いました。 
      ６月１４日（金）盲人会７人 ガイドボランティア６人 計１３人 
     

６．母子・父子・寡婦福祉事業 

 （１）ひとり親家庭のバスハイク 
    親子のふれあいと交流及び情報交換を目的として開催しました。 
      ９月２２日（日）  熊本県玉名市「水本オレンジガーデン」 
       みかん狩り、パン焼体験     参加家族 ７組（１７人） 
 
（２）白百合会のつどい 
   夫と死別又は離別された当時、１５歳以下の子どもを扶養され２５年以上経過さ
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れた寡婦の方々が会員となり、苦労話をまじえながら交流を行いました。 
     ２月２８日（金）  男女共同参画センター「リブラ」 

体験談・講話・交流会    参加者３５人 
 

７．受託事業 

（１）敬老館運営管理事業 
一般住民及び高齢者に、教養の習得・レクリエーション等のための場（平成２

５年１２月より大広間で演芸や講座など月１回のイベント）を提供することによ

り心身の健康増進を以って福祉の向上を目的としています。 
①入館者数 

 年 間 

会館日数 ２９９日

入館者数 １４，２９１人

  
・午後２時３０分にラジオ体操を館内利用者に呼びかけ実施しています。 

 
② カラオケ、訓練器具利用状況 

   カラオケ  （件） 訓練具器     （人）

町内 町外 
ハッピー 
ライフ 

太陽灯 
ホクシン 
ヘルサー 

年 間 ５４２ ２ １８９ ０  ３４１ 

 
（２）敬老館食堂事業 
    地元の野菜・米を使用し、日替わり弁当のメニュー表には、利用者の健康管理

の参考にしていただくためカロリーや塩分量を記載し利用しやすいよう工夫しま

した。 
   サロンや団体の予約を受付たり、ぜんざい・ソフトクリームなどデザートの売

上げが好調でした。 
月間売上実績 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
売上額 425,030 432,200 441,600 509,150 434,740  469,260 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

売上額 442,010 472,390 678,210 376,890 431,220 419,710 

 合 計 5,718,690

 
（３）福祉配食サービス事業 

食事を作ることが困難な高齢者や障がい者に対して、（昼食、夕食）の弁当を届

けると共に、利用者の安否確認を行いました。 
    社協職員が定期的に利用者宅を訪問して給食に対する意見や状況確認などを行

っています。 
毎月１０日前後を集金日とし利用者宅を訪問しています。 
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福祉課主催の調整会議などの各種会議へ参加し、利用者の状況等を関係機関で情

報交換し、それぞれの立場でのサービスの向上に努めています。    

（調整会議･･･月１回 介護予防会議･･･月１回） 
 配食サービス実績（配食日数 ３６１日）        単位：食        

月 月利用者   食 数 月 月利用者   食 数 
４月   ６３人  １，８３５ 10 月   ６２人  １，９０１

５月   ６１人  １，８１６ 11 月   ６５人  １，８９８

６月   ６２人  １，８６９ 12 月    ６２人  １，８２６

７月   ６２人  １，９１９ １月   ６０人  １，７５２

８月   ６２人  １，８４８ ２月   ５９人  １，７０２

９月   ６６人  １，８８８ ３月   ６２人  １，８６３

           月平均 ６２人  合 計 ２２，１１７

 
（４）放課後児童健全育成事業（学童保育運営） 
 ①入所児童数                                    単位：人 

 みわっ子 SUN２ 

 クラブ のびのびクラブ すくすくクラブ 
４月初め ３月終り ４月初め ３月終り ４月初め ３月終り

１年 ２６ １７ １７ １８ ９ １１

２年 ２２ １６ １４ １０ １５ １１

３年 ９ ９  １３ １１ ３ ２

４年以上 １  ０  ３ ０ １ １

合 計 ５８ ４２ ４７ ３９ ２８ ２５

 
②夏休みのみ受け入れ 

       すくすくクラブ ４人 
 

③保護者会・役員会等の開催 
   各学童で行われている保護者会や、保護者役員会への参加   
    
④指導員の育成 

   ・各学童での指導員ミーティング   毎月     
   ・主任ミーティング         年２回 
   ・全体ミーティング         年１回 

・学童関係者研修会（救命救急講習会） １８人参加 
・こども支援部会研修「発達障害や気になる子ども達を考える」 １２人参加 
・ミニ講座「筑前町のスクールソーシャルワーカーの仕事を知ろう」１１人参加 
・平成２５年度 放課後児童指導員等研修会  ４人参加 
・こども支援部会「ケース検討会」  １０人参加 

 
（５）コミュニケーション支援（筑前町手話・要約筆記奉仕員派遣事業） 

    障害のため、意思疎通を図ることに支障がある障がい者等に手話通訳者等の派

遣を行いました。   

       利用登録者 1２人  通訳登録者 １０人   利用実績 ５３件 
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（６）障害者相談支援事業 

    障がい者や介護者等からの各種相談に応じ必要な情報提供や助言を行いました。 

① 相談業務 

（利用者数）精神 １３９件・知的９５件・身体３９０件・その他１２件 

      男性 ４１６人  女性 ２２０人 

延べ総数 ６３６件 

 

② 障害程度区分認定調査 

        区分 ５７件（区分認定調査１回/３年） 

居宅 ５２件・児童 ２６件（日常生活状況１回/１年） 

                        総計 １３５件 
 

８．相談事業 

（１）心配ごと相談 
    日常生活の悩みや心配ごとの相談窓口として、他の公的機関との連携を図り問

題解決に努めました。 
毎月第２、第４金曜日の午後１時３０分から午後４時まで、コスモスプラザ保

健館の相談室で実施しています。 
相談員  民生委員  ４人  調停相談員 ４人  人権相談員 ７人 

行政相談員 ２人  母子相談員 １人 
 
相談実績  ４２件 
月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

計 ４  ０ ９ ４ １ １ ３ ２ ２ ３ ５ ８ ４２

 
相談内容事項ごとの解決状況 
 
相談内容事項 

 
相談件数

解決内容 
解決 再来 民生委員 他機関 その他 

生 計 １ １     
年  金 １     １ 

 生 業・職 業 ２    ２  
住 宅 １    １  

 家 族 (嫁姑問題)   ３ １   ２  
結 婚 ０      
離 婚 ５ ２   ２ １ 

 健康・衛生 １    １  
医 療 ２  １   １ 
精神衛生 １    １  

 財 産（相続、財産分与）   ７ １   ４ ２ 
 事 故 ５  ２  １ ２ 
 心身障害者（児）福祉 ０      
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 老人福祉 １    １  
 苦 情 （近隣のトラブル） ５ １  １ ２ １ 
その他（健康食品被害、後継者

問題、インターネット問題） ７ ２   ４ １ 

     合 計 ４２  ８ ３ １ ２１ ９ 
（２）相談員研修会 
  福岡県法律相談合同研修会 
   １０月２５日（金） 福岡市健康づくりセンター（あいれふ） 
    高齢者を巡る種々の法律問題 
       講師 福岡県弁護士会 弁護士  
   
  筑前町相談窓口情報交換会 
   １１月２８日（木） コスモスプラザ会議室Ａ 
    相談業務の相談体制及び窓口の連携の必要性 
   
（３）日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業） 

         認知症、知的障がい、精神障がいなどで判断能力が不十分なため、日常生活に   
         困っている方に、福祉サービスの利用や日常金銭管理のお手伝いをします。 

      平成２５年度利用者   高齢者    ２人 
                  知的障がい者 １人 
                  精神障がい者 ３人  
                       計  ６人 
 

９．貸付事業 

（１） 福岡県社会福祉協議会生活福祉資金貸付事業 
      平成２５年度貸し付け申込相談件数   ２２件 
       貸付決定    教育支援資金    ３件 
               福祉資金貸付    ２件 
               緊急小口資金    ３件   

  計 ８件 
 

１０．共同募金事業 

○赤い羽根共同募金運動 
   毎年町民の皆様から多額の募金をお寄せいただいています。その共同募金は、福

岡県共同募金会に納金後、筑前町社会福祉協議会に配分金として配分されます。 
配分金は翌年度の事業費として、地域福祉活動の貴重な財源となっております。 

   募 金 額  
募金内訳 目 安 額 実 績 額 内 訳 

戸別募金 ５，２３０，８００ ４，９６６，８５１ ５１区 
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企業募金 １，５５０，０００ １，５２６，３２５ ３３４件 

個人募金 ６８０，０００ ６６１，２５２ ２８９件 

学校募金 ２０，０００ ２４，９６４ 町内小中学校 

団体募金 ３８０，０００ ３１９，００２
老人クラブ 

その他 

資材募金 ２７３，１００ ２９６，４００

バッジ(ピン)     50 個 

バッチ（タイタック） 10 個 

図書カード 220 枚 

クオカード  400 枚 

その他募金 １２０，０００ ５９，４２０

街頭募金       

どーんとかがし祭り 

窓口募金・利息    

募金総額 ８，２５３，９００ ７，８５４，２１４  

 

１１．広報活動の推進 

    社協の事業を広く町民にお知らせし、福祉事業への理解と支援をお願いするた

めに様々な情報提供を行いました。 
（１）「ちくぜん社協だより」を年４回（５月・７月・１０月・１月）発行し福祉

事業内容の紹介や情報提供を行い啓発に努めました。 
（２）町が発行する「広報ちくぜん」に毎月情報を掲載しました。 
（３）５月から新たな情報発信としてホームページを開設しました。 
（３）「共同募金だより」を３月に発行し、２５年度の募金実績を報告し、募金を

いただいた企業、個人のお名前を掲載しました。 
（４）赤い羽根共同募金については、チラシを作成し募金活動を開始する１０月

に全家庭に配布をしました。募金の使途、活動の理解とご協力をお願いしま

した。 
（５）心配ごと相談や各種つどいの開催等の案内を町内放送にて適時に行い情報

の提供、参加の呼びかけを行いました。 
（６）社協だよりを朗読ボランティアに委託し、「声の社協だより」として、視覚

障がい者・施設等へテープを送信し情報提供を行いました。 


